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内容の要旨および審査の結果の要旨
睡眠時無呼吸症候群（sleepapneasyndrome，SAS）は「７時間の夜間睡眠中に10秒以上の無呼
吸が30回以上認められるか，または一夜の睡眠について，その１時間あたりの無呼吸数が５以上のもの」
と定義されている。従来，加齢に伴ってSASの出現頻度が増加するといわれているが，年齢によってSAS
の病態に違いがあるのか検討されていなかったので，本研究を行った。
対象者は，SASと診断された25名の男性患者で，６０歳以上の高年者群11名（平均68.6歳）および60歳未
満の中年者群14名（平均48.4歳）の２群に分け，肋間筋の筋電図，サーミスタピックアップによる鼻口の
換気曲線，ストレインゲージによる胸郭と腹壁の呼吸運動などを含めたpolysomnography（睡眠ポリグ
ラフィ，PSG）とともにパルスオキシメーターを用いて，経皮的に動脈血酸素飽和度（ＳａＯ２）を連続
的に測定した。得られた結果は以下のとおりである。
１．SASの中年者群の８名（57％）に過眠症を認めたのに対して，高年者群では９名（82％）に不眠症を
認め，主訴に明らかな違いがあった。PSGでも，高年者群は中年者群に比べて，全睡眠時間の減少，
全中途覚醒時間の延長，睡眠効率の低下を認め，不眠症の多いことが確認された。
２．中途覚醒数について，中年者群では74.8％の覚醒が無呼吸によって生じたものであるのに比べて，高
年者群では54.9％と少なかった。中途覚醒時間においても，無呼吸による覚醒時間が，中年者では全体
の67.8％を占めるのに比べて，高年者群では391％で，残る60.9％の中途覚醒時間は無呼吸によらない
覚醒によるものであった。
３．中年者群では，無呼吸および低呼吸の平均出現回数は１夜で327回で，無呼吸・低呼吸指数（apnea‐
hypopneaindex，AHI）は平均44.3であった。一方，高年者群では無呼吸・低呼吸の回数は152回
で，AHIは29.1と有意に小さかった（ｐ＜001)。
４．ＳａＯ２の平均低下度は中年者群107％に対して，高年者群では6.5％と有意に少ない低下しか示さな
かった（ｐ＜0.05)。また中年者群では97.9％の無呼吸および低呼吸が４％以上のＳａＯ２の低下を示し
たが，高年者群では56.6％の無呼吸ないし低呼吸が４％に満たない程度のＳａＯ２低下しか示さなかった。
５．肥満度指数（bodymassindex，ＢＭＩ）を算出したところ，中年者群で26.8（kg／㎡)，高年者
群22.9で，中年者群に肥満傾向を認めた。このBMIの値は，ＳａＯ２の低下度と相関関係を示した。
以上の結果より，高年者の睡眠時無呼吸症候群では，睡眠中の低酸素血症が中年者に比べて比較的軽症
であることが示唆され，さらに睡眠時無呼吸が中途覚醒に与える影響は中年者に比べて軽度であることが
明らかにされた。
以上，本研究は高年者と中年者における睡眠時無呼吸症候群の病態の差異を明らかにし，その睡眠障害
に対する対応に有用な示唆を与える点で，神経精神医学に寄与する労作と評価された。
－２３－
